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立派に成長しました　～こども園卒園式～
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八
峰
町
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

予
算
概
要

平
成
29
年
度

　
　

特
別
会
計
予
算

平
成
29
年
度

　
　

特
別
会
計
予
算

■
歳
入

　

自
主
財
源
（
注
１
）
の
柱
で
あ
る

町
税
は
５
億
４
，
０
３
３
万
４
千
円

で
１
・
７
％
、
寄
附
金
は
２
，
６
０

０
万
２
千
円
で
30
・
０
％
前
年
度
よ

り
増
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
分
担
金

及
び
負
担
金
が
10
・
０
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

　

自
主
財
源
全
体
で
は
13
億
５
，
６

６
２
万
円
で
前
年
度
よ
り
２
・
３
％

増
加
し
て
お
り
、
収
入
全
体
う
ち
自

主
財
源
は
21
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支

出
金
な
ど
の
依
存
財
源
（
注
２
）
の

割
合
は
78
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
全
体
の
約
８
割
が
国
や
県
に

頼
る
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。　

■
歳
出

　

目
的
別
で
は
農
林
水
産
業
費
が
12

億
７
，
８
３
２
万
３
千
円
で
ト
ッ
プ
。

つ
い
で
、
民
生
費
、
公
債
費
と
続
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
性
質
別
で
は
人

件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費
の
義
務
的

経
費
が
22
億
８
，
０
８
８
万
９
千
円

で
歳
出
全
体
の
35
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

（
注
１
）
自
主
財
源
と
は
町
が
自

主
的
に
収
入
し
う
る
財
源
を
い
い
、

地
方
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使

用
料
及
び
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄

付
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入

が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

（
注
２
）
依
存
財
源
と
は
国
や
県
か

ら
交
付
さ
れ
、
ま
た
、
町
債
と
し
て

町
が
借
り
入
れ
る
お
金
で
す
。

　

町
に
は
一
般
会
計
と
は
別
に
、
10

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
予
算
総
額
は
32
億

９
，
７
６
８
万
３
千
円
で
、
前
年
度

の
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
２
・
６

％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成29年度

八
峰
町
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
予
算
は
64
億
３
，１
０
０
万
円

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
総
額
64
億
３
，
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

合
併
後
12
年
目
と
な
る
今
年
度
予
算
は
、
普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
規
事
業
は
極
力
抑
制
し
、
効
果
の
薄
れ
た
事
務
事
業
の
廃
止
・
縮
小
に
集
中
的
に
努
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
の
「
地
方
創
生
関
連
事
業
」
や
県
の
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
の
維
持
・
活
性

化
を
図
る
新
た
な
取
組
み
」
な
ど
の
新
規
補
助
事
業
は
積
極
的
に
活
用
し
、
町
が
策
定
し
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
産
業
振
興
や
移
住
・
定
住
対
策
、
少
子
化
対
策
に

向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
28
年
度
に
策
定
し
た
「
公
共

施
設
総
合
管
理
計
画
」
で
示
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
遊
休
施
設
の
除
却
に
つ
い
て
も
、
優
先
度
を

考
慮
し
て
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
概
要

 国 民 健 康 保 険 1,181,059 1,263,034 ▲6.5

 介 護 保 険 事 業 1,223,182 1,189,715 2.8

 後 期 高 齢 者 医 療 84,674 83,525 1.4

 沢　目　財　産　区 27,052 12,491 116.6

 簡 易 水 道 事 業 265,544 316,383 ▲16.1

 公 共 下 水 道 事 業 324,363 309,015 5.0

 農業集落排水事業 67,046 82,766 ▲19.0

 漁業集落排水事業 55,310 55,637 ▲0.6

 合併処理浄化槽事業 2,718 3,628 ▲25.1

 町　営　診　療　所 66,735 69,826 ▲4.4

 合　　計 3,297,683 3,386,020 ▲2.6

各特別会計の予算額 （単位：千円、％）

会　計　別 平成29年度 平成28年度 前年比

14.0%

18.9%

3.9%

19.9%
4.3%

10.8%

1.2%

10.6%

14.1%

2.3%

歳 出
（目 的 別）

64億3,100万円
（3.9%増）

町税:8.4% 
　5億4,033万4千円(前年比:1.7％増）

分担金及び負担金:0.2% 
　1,010万3千円(前年比:10%減）

使用料及び手数料:0.8% 
　5,360万2千円(前年比:3%増）

財産収入:0.2% 
　1,144万3千円(前年比:3.6%増）

寄附金:0.4%  

繰入金:6.5% 

繰越金:0.5% 

諸収入:4.2% 
　2億6,874万1千円(前年比:1.1%増）

自主財源

21.1％

歳入
64億3,100万円
（3.9%増）

13億5,662万円

依存財源
50億7,438万
78.9％

地方交付税:48.3% 
　31億392万1千円(前年比:2.3%減）

町債:12.6%  
　8億1,070万円
(前年比:16.3%増）

国県支出金:15.4% 
　9億9,385万9千円
　(前年比20.8%増）

地方譲与税等:2.5% 
　1億6.590万円(前年比:0.1%減）

人件費:13.8%  
　8億8,686万5千円
　(前年比:10%減）

公債費:14.1%  
　9億716万9千円
　(前年比:3.8%増）

扶助費:7.6%  
　4億8,685万5千円
　(前年比:0.7%減）

普通建設事業費:17.5%
(災害復旧事業費含む）
　11億2,643万7千円
　(前年比:40.5%増）

物件費:15.9%  
　10億2,283万9千円
　(前年比:0.5%増）

繰出金:14%  
　9億21万2千円
　(前年比:0.8%減）

補助費:11.1%  
　7億1,289万6千円
　(前年比:1.7%減）

積立金:0.5%  
　3,460万3千円
　(前年比:20.4%増）

その他:5.5%  
　3億5,312万4千円
　(前年比:1.5%減）

投資的
経費

その他

歳出
（性 質 別）
64億3,100万円
（3.9%増）

土木費 6億9,676万9千円（2.0％減）
【主な事業】
除雪機械購入費　2,600万円
道路新設改良関係　1億500万円
橋梁維持関係　9,000万円
住宅リフォーム緊急支援事業　1,000万円

【主な事業】
消防施設費　1,151万1千円
消防団活動　2,443万5千円

【主な事業】
コミュニティ・スクール導入事業　126万円
視聴覚・読書活動　899万8千円
スクールバス委託料　1億2,171万5千円
小中学校給食費補助　940万3千円

公債費とは町債などの返済金のことです。

消防費
8,002万4千円（6.8％減）

教育費 6億8,379万円1千円（16.1％増）

公債費 9億716万円9千円（3.8％増） 【主な事業】
高野々コミュニティセンター建設事業　3,130万円
遊休施設解体事業　1,906万9千円
子育て世帯向け民間賃貸住宅建設支援事業　1,500万円
能代山本広域市町村圏組合負担金　2億8,165万6千円
結婚新生活支援事業　360万円

【主な事業】
臨時福祉給付金給付事業　3,150万円
自立支援給付費等扶助　2億7,850万6千円
福祉医療費　8,128万円
ねんりんピック　363万5千円

【主な事業】
予防接種事業　1,111万6千円

その他 1億4,670万2千円（0.5％増）
【主な事業】
議会費　7,997万8千円
諸支出金　4,653万5千円

【主な事業】
菌床しいたけ研修施設等整備事業　5億8,031万4千円
農業農村整備事業　600万円
松くい虫防除対策事業　1,603万2千円

総務費 8億9,494万9千円（3.9％減）

民生費 12億1,286万円（11.4％減）

衛生費 
2億5,200万円6千円（1.7％増）

農林水産業費
12億7,832万3千円（65.0％増）

　2,600万2千円(前年比:30%増）

　4億1,639万5千円(前年比:2.8%増）

　3,000万円(前年比:0.0%）

【主な事業】
八峰町資格取得支援事業　300万円
八峰白神ブランド商品開発事業　99万4千円
岩館漁港地域水産物供給基盤整備事業　626万8千円

商工費
2億7,840万7千円（39.5％減）

義務的
経費
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１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
沢
目
駅
前
に
お
い
て
、

消
防
団
員
１
３
６
名
と
ポ
ン
プ
車
な
ど
15
台

に
よ
る
堂
々
の
分
列
行
進
が
披
露
さ
れ
、
そ

の
後
、
八
峰
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
式
典

を
行
い
、
長
年
に
わ
た
っ
て
消
防
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
団
員
の
方
々
の
表
彰
を
行
う
と
と

も
に
、
全
員
で
今
年
の
無
火
災
を
誓
い
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
、
翌
週
の
１
月
11
日
未
明

に
、
椿
台
地
区
で
火
災
が
発
生
し
、
西
北
西

の
強
風
の
中
、
消
防
署
及
び
消
防
団
に
よ
る

懸
命
な
消
火
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
住

家
２
棟
を
全
焼
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
季
節
で
す

の
で
、
消
防
団
や
消
防
署
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
て
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争

に
お
い
て
、
当
町
が
見
事
全
県
１
位
と
な

り
、
２
月
22
日
に
秋
田
県
知
事
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
昨
年
の
４
位
か
ら
の
躍
進
で
あ

り
、
２
年
連
続
し
て
の
好
成
績
は
、
交
通
安

全
協
会
の
各
支
部
や
交
通
指
導
隊
な
ど
交
通

関
係
者
の
ご
努
力
と
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
２
月
16
日
に

は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
，
５
０
０
日
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
一

層
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

旧
塙
川
小
学
校
の
利
活
用
計
画
に
つ
い
て

で
す
が
、
２
月
13
日
、
水
木
壽
保
利
活
用
検

討
会
会
長
か
ら
、
利
活
用
の
方
向
性
や
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
内
容
と
し
た

「
八
峰
町
旧
塙
川
小
学
校
利
活
用
計
画
」
の

答
申
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
本
計
画
に

基
づ
き
、
よ
り
有
効
な
施
設
の
利
活
用
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画
の
策
定
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
委
員
各
位
に
対

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
産
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
で

す
。

　

米
の
生
産
量
の
増
加
や
、
米
の
需
要
が
毎

年
８
万
ト
ン
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
過
剰
在
庫
の
状
況
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
秋
田
県
に
対
す
る
生
産
数
量

目
標
は
、
前
年
比
１
・
１
％
、
４
，
４
４
８

ト
ン
少
な
い
、
４
０
万
８
，
６
４
４
ト
ン
が

配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
か
ら
は
、
昨
年
12
月
26
日
に
市
町
村
別

生
産
数
量
目
標
が
示
さ
れ
、
町
へ
は
前
年
よ

り
40
ト
ン
少
な
い
５
，
９
４
４
ト
ン
が
配
分

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
２
月
６
日

に
開
催
さ
れ
た
八
峰
町
農
業
再
生
協
議
会
の

臨
時
総
会
で
配
分
方
針
等
が
協
議
さ
れ
、
転

作
率
は
前
年
よ
り
０
・
３
％
増
の
44
・
２
％

と
し
、
農
家
に
一
律
配
分
す
る
こ
と
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
で
は
過
剰
在
庫
を
過
去
の
平
均

水
準
に
近
づ
け
る
た
め
の
指
標
と
し
て
、
昨

年
に
引
き
続
き
「
自
主
的
取
組
参
考
値
」
を

設
定
し
、
更
な
る
生
産
の
削
減
を
促
す
よ
う

提
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、
農

家
へ
は
こ
れ
ま
で
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分

と
併
せ
て
、
自
主
的
取
組
参
考
値
及
び
そ
の

面
積
換
算
値
も
通
知
す
る
こ
と
に
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
２
月
28
日
に
開

催
し
た
農
事
班
長
会
議
で
、
生
産
数
量
目
標

の
配
分
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
各
農

家
に
配
分
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
い
さ
り
び
新
源
泉
掘
削
工
事
」
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

温
泉
の
掘
削
工
事
は
10
月
下
旬
に
掘
削
作

業
を
開
始
し
、
２
月
15
日
に
は
予
定
の
掘
削

深
１
千
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
孔
内
検
層
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
基
に
湧
出
す
る
水
量
や
水
温
を
想
定
し
、

委
託
業
者
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
た
結
果
、
現
在
の
い
さ
り
び
温
泉
と
量
・

質
と
も
に
同
程
度
の
温
泉
が
確
保
で
き
る
も

の
と
判
断
し
、
掘
削
深
１
千
メ
ー
ト
ル
で
掘

り
止
め
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
温
泉
成
分
を
分
析
し
た
う
え

で
、
そ
れ
に
対
応
し
た
温
泉
管
理
施
設
の
実

施
設
計
を
行
い
工
事
を
発
注
し
ま
す
。

　

今
冬
の
除
雪
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
１
月
10
日
よ
り
厳
し
い
寒
波
が

続
き
、
八
峰
消
防
署
に
よ
る
１
月
の
観
測
で

は
、
真
冬
日
が
６
日
あ
り
、
積
雪
量
も
中
旬

以
降
は
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
下
回
る
こ
と

な
く
、
最
高
で
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達

し
、
除
排
雪
業
務
は
フ
ル
稼
働
し
ま
し
た
。

　

２
月
に
入
り
、
降
雪
量
は
少
な
か
っ
た
も

の
の
湿
っ
た
雪
や
雨
な
ど
も
あ
り
、
凍
結
防

止
を
は
じ
め
、
わ
だ
ち
や
雪
解
け
後
の
ぬ
か

る
み
解
消
な
ど
の
対
策
費
用
が
嵩
み
、
以
降

の
除
雪
予
算
に
不
足
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、

２
月
20
日
に
除
雪
費
の
追
加
を
専
決
処
分
し

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
八
峰
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉

賞
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

去
る
２
月
25
日
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
文
化
部
門
に
お
い
て
は
、「
町
長

賞
」
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
俳
句
大
会
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
で
学
校
大
賞
を
受
賞
し
た
峰
浜
小
学

校
を
、「
教
育
委
員
会
賞
」
に
小
学
生
１
名
と

高
校
生
１
名
及
び
一
般
１
名
を
、「
小
中
学
生

文
化
奨
励
賞
」
に
小
学
生
１
名
を
表
彰
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は
、
「
教

育
委
員
会
賞
」
に
小
学
生
２
名
と
中
学
生
４

名
及
び
高
校
生
４
名
を
、「
小
中
学
生
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
賞
」
に
小
学
生
３
名
と
中
学
生
１
名

を
、
団
体
部
門
と
し
て
八
森
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー

ブ
を
表
彰
し
ま
し
た
。
各
種
大
会
、
コ
ン
ク

ー
ル
等
で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
更

な
る
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

第
三
次
八
峰
町
社
会
教
育
中
期
計
画
策
定

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
る
第
二

次
八
峰
町
社
会
教
育
中
期
計
画
の
最
終
年
度

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
11
月
21
日
付
で
、
八

峰
町
社
会
教
育
委
員
会
委
員
長
に
、
次
期
の

八
峰
町
社
会
教
育
計
画
の
策
定
を
諮
問
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
２
月
17
日
付
で
、

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
社
会

教
育
中
期
計
画
案
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
八
峰
町
の
社
会
教
育
の
進
め
方
に

つ
い
て
多
く
の
方
々
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
う

よ
う
、
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
し
、

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

八
峰
町
消
防
出
初
式
を
開
催

　
　
　

無
火
災
の
誓
い
新
た
に

い
さ
り
び
温
泉
の
新
源
泉

１
千
メ
ー
ト
ル
で
掘
削
作
業
完
了

年
始
の
寒
波
厳
し
く

　
　
　

除
雪
予
算
を
追
加
計
上

秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争　
　
　
　
　
　
　

　
　

秋
田
県
知
事
表
彰
を
受
賞

旧
塙
川
小
学
校
の
利
活
用
計
画

　
　

利
活
用
検
討
会
か
ら
答
申

八
峰
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞

町
長
賞
は
峰
浜
小
学
校
が
受
賞　

第
三
次
八
峰
町
社
会
教
育
中
期
計
画

　
　
　

社
会
教
育
委
員
会
か
ら
答
申

八峰町３月議会定例会

町長の行政報告を
　　　　お知らせします

　八峰町３月議会定例会が３日から17日までの会期で開かれ、町長の
行政報告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われました。
　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２
，
５
０
１
万
６
千
円
を
増
額

追
加
し
た
主
な
歳
出

　

除
雪
に
係
る
経
費

八
峰
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

八
峰
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

八
峰
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

八
峰
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
５
，
１
６
２
万
円
３
千
円
を

減
額

追
加
し
た
主
な
歳
出

元
気
な
中
山
間
農
業
応
援
県
営

事
業
補
助
金
、
温
泉
管
理
費
、

ふ
る
さ
と
八
峰
応
援
基
金
積
立

金
平
成
29
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
予
算

※

内
訳
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
参
照

３
月
議
会
定
例
会
に

　
　
　

提
出
し
た
主
な
議
案

平
成
29
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標

　
　
　
　

前
年
か
ら
40
ト
ン
減
少　
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企画財政課からのお知らせ

子育て世帯向け民間賃貸住宅を建設・経営する
　　　　　　　　　　　　　　　　事業者を応援します

新婚さんの新生活を応援します！

八峰町に転入された方、転入を予定されている方に
　　　　　　　　　　　　　　　　助成金を用意しています！

利用できるサービスは大きく２つ
（１）介護予防・生活支援サービス事業 （２）一般介護予防事業

【子育て世帯向け賃貸住宅とは？】

　子育て世帯を対象とした一戸建ての新築賃貸住宅で、

専用床面積が82㎡以上あり、各戸に玄関、トイレ、

台所、浴室及び居室が整備されているもの。

【補助金の交付対象者】

　平成29年４月１日以降に賃貸住宅を建設し、その所有者となる町内建築業者等であって、

町税及び使用料等を滞納していない方。ただし、次のいずれかに該当する場合は、交付対象外

となります。

①建設する賃貸住宅が専ら自己または自己の親族等に限定して入居させる場合

②建築基準法（昭和25年法律第201号）の基準に適合していない場合

③その他町長が不適当であると認める場合

【補助の額】

１戸当たり300万円　※募集戸数　５戸（応募者が多数の場合は、審査会で決定します。）

※その他詳細については下記へお問い合わせください。

　町では、平成29年４月１日から新婚世帯に対して、

住宅の購入や賃貸、引っ越しにかかる費用を補助します。

【対象世帯】

　平成29年４月１日から平成30年３月31日までの

間に婚姻届を提出し、受理された夫婦で、次の要件を

すべて満たす世帯。

①対象となる住居が町内にあること

②申請時に夫婦の双方または一方の住民票の住所が当該住宅の住所となっていること

③平成27年1月1日から同年12月31日までの夫婦の所得を合算した世帯所得が340万円未

満であること。ただし、申請時において無職の場合は、離職した者については所得なしと

する。さらに、貸与型奨学金の返済をしている場合は、年間返済額を控除した額を世帯

所得とする。

④他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと。

【対象費用】　平成29年1月1日から平成30年3月31日までの期間に、結婚を機に新たに物件

を購入、賃借する際に要した費用のほか、引越しに係る実費。

【補助限度額】　１世帯当たり24万円

※その他詳細については下記へお問い合わせください。

平成２９年４月から

　介護予防・日常生活支援総合事業がスタートしました
　介護予防・日常生活支援総合事業は、65歳以上の高齢者の皆さんを対象に、いつまでも元気で住み慣
れた地域で生活できるようニーズに合った介護予防や生活支援サービスを総合的に提供する事業です。
　これまでの介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）がこの
事業に移行します。また、新規事業として住民主体の通いの場（通所型サービスＢ）を開始します。

現在、要支援認定の人は何が変わる？
　現在、サービスを利用している場合、要支援認定の有効期間中は継続してサービスを利用できます。
認定の更新時期には担当のケアマネージャー等にご相談ください。
利用・参加するには？
　生活の中の困りごとなどができたときは、これまでどおり地域包括支援センター・役場福祉保健課に
ご相談ください。

■問合せ先　　八峰町地域包括支援センター　　☎77－3200
　　　　　　　八峰町福祉保健課　保険年金係　☎76－4608

〈交付対象者〉　八峰町に住民登録をしてから、１年以上八峰町に居住しているU･Iターン者
（Uターン者の場合、５年以上町外で生活し、改めて住民登録する必要あり）

〈申 請 期 間〉　申請期間は住民登録の日から１年以上経過した後、１年以内《厳守》
（平成29年４月１日を基準日とした場合、平成27年３月31日以前に転入した人は住
民登録から２年が経過しているため申請することができません）

〈返 還 規 定〉　奨励金等の交付を受けた日から、５年以内に町外へ転出した場合は、奨励金等を全額
又は一部返還していただきます。

定住奨励金
〈交 付 額〉①単身で転入した場合は　150,000円　②家族で転入した場合は　300,000円

定住用住宅取得等助成金
〈対象物件〉住民登録日の前後1年以内に購入･借用した物件
〈対象費用〉定住用住宅として購入･借用した住宅の改修等に係る費用

※｢八峰町住宅リフォーム支援事業｣との併用はできません。
※家電(テレビ､洗濯機等)の購入は補助対象外となります。ただし、配管工事等を伴う
電気温水器、エアコン等については補助対象とします。

〈助 成 額〉対象費用の1/2に相当する額、または50万円のいずれか低い方の額（千円未満切捨）を助成。
※助成金の交付を受けることができない場合もありますので、詳細は下記へお問合せください。

■問合せ先　　八峰町企画財政課　企画係　☎76－4603 ■問合せ先　　八峰町企画財政課　☎76－4603

【対象者】いずれかに該当する方
　①介護保険の要支援１・２の認定を受けた方
　②基本チェックリスト等で事業対象者と判定された方
【利用可能サービス】
　○訪問型サービス…現行の訪問介護相当サービス
　○通所型サービス…現行の通所介護相当サービス
　　　　　　　　　　元気ハツラツ教室　ほか
　○介護予防ケアマネジメント…ケアプランの作成

【対象者】65歳以上の全ての方
【利用可能サービス】
　○介護予防教室
　○家族介護用品の支給
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平成29年度の税及び保険料の納期限は下記のとおりです。

 　 納　期　月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 
 担当課 

納　期　限
 ５月 ６月 ７月 ８月 10月 10月 11月 12月 １月 ２月 

   31日 30日 31日 31日 ２日 31日 30日 28日 31日 28日

 　 軽自動車税 １期
  固定資産税 １期  ２期  ３期   ４期
 税　務 町 県 民 税  

１期  ２期  ３期   ４期
 会計課 （普通徴収）
  国 民 健 康   

１期 ２期  ３期 ４期 ５期
  

６期
  保　険　税

 　 介護保険料   
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

 
福　祉

 （普通徴収）

  後期高齢者 
 
保健課

 医療保険料   １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 
  （普通徴収） 

税務会計課・福祉保健課からのお知らせ

八峰町住宅リフォーム緊急支援事業八峰町住宅リフォーム緊急支援事業
 平成29年度

八峰町住宅リフォーム緊急支援事業
工事費の15％（最大 30万円）を補助！
多子世帯の場合25％（最大40万円）
子育て世帯の場合35％（最大60万円）

県の各種補助事業も利用できます。
・住宅リフォーム支援事業
　一般　持ち家　 (限度額:12万円)
　多子世帯　持ち家　（上限40万）
　子育て世帯　空き家購入後　（上限60万）

《補助対象住宅》
１．一戸建ての住宅
住宅用車庫、物置含む。併用住宅の場合は、住宅部分の延べ面積が、建物全体の延べ面積の1/2以上で
あること。           

２．マンション等の共同住宅（※対象者の専有部分のみ。賃貸住宅は除く。）     
《補助対象工事》            
１．増改築・リフォームに要する費用（消費税相当額含む）が30万円以上であること
２．町内の建設業者等が施工するものであること
　　（施工業者は「八峰町住宅リフォーム支援事業認定工事店」の認定を受けた業者であること）
３．平成29年４月１日以降に工事完了するものであって、かつ平成30年３月31日までに完了実績報告書の
提出ができる工事であること        

　　　　　ただし、次に掲げる工事については、補助対象外とする
　　１．公共工事の施工に伴う補償費の対象となる工事
　　２．門・塀等、いわゆる外構工事（リフォーム等工事に関わる工事を除く。）
　　３．住宅用太陽光システムの設置に係る費用
　　４．他の補助制度を利用する場合で、当該補助制度で重複計上が認められない費用
　　５．その他、補助金の交付が適当でないと認められる工事及び工事費用

※なお、平成22年度から平成28年度に｢八峰町住宅リフォーム緊急支援事業｣等による補助金等の交付を受
けている場合は、それを含み各タイプの上限とする。

 ☆実施期間☆
 平成30年3月31日（※）まで
※工事完了実績報告書の提出ができること。（必着）
　申請の受付は、予算の状況により途中で締め切る
　場合がありますのでご確認下さい。

　補助金の申請は同一年度内に1回限りです

■問合せ・申込先　　八峰町建設課　☎76－4610

タイプ

対象者 町内在住であること
町税等に滞納がないこと

新規に下水道に加入する工事の場合は10万円（住宅外から公共枡までの工事とし、該当工事分はリフォーム
補助対象工事から除く）水道使用料の滞納者は補助金を交付しない

対象工事に要する費用の15％
上限30万円（千円未満切捨て）

対象工事に要する費用の25％
上限40万円（千円未満切捨て）

対象工事に要する費用の35％
上限60万円（千円未満切捨て）

一般の要件を満たしさらに18歳以
下の子供が３人以上の親子世帯

一般の要件を満たしさらに18歳以
下の子供が１人以上いる空き家を
購入した親子世帯

補助額

一般（持ち家） 多子世帯（持ち家） 子育て世帯（空き家購入後）

納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

就 学 援 助 制 度 の ご 案 内

※下水道新規加入工事はさらに10万円

　町では、住宅投資による町内経済の活性化を図るとともに、既存住宅の耐久性・
耐震性の向上、省エネ・省ＣＯ2対策など、住宅の増改築・リフォームにより、町民
が安全・安心で快適な生活が営めるよう居住環境の質の向上を支援します!!

Q.申込の時期は？
いつでも大丈夫です。「口座振替依頼書」を
金融機関に提出してから１カ月程度で振替の
手続きが完了します。その際、振替となる税
目及び納期を「振替開始の通知」でお知らせ
します。
※なお、税金のほかに、上下水道料などの各
種公共料金も同時に申込むことができます。
是非ご利用ください。

Q．手続きはどこで出来ますか？
下記金融機関窓口で手続きできます。「口座
振替依頼書」は各金融機関の窓口に置いてあ
りますので、必要事項を記入の上、提出して
ください。（通帳の届出印が必要になりま
す。）
＜手続き可能な金融機関＞
岩館郵便局、八森郵便局、東八森郵便局、塙
川郵便局、峰浜郵便局、秋田銀行八森支店、
JA八峰支店、能代市内金融機関各支店

　町では、経済的な理由によって就学が困難と認められるお子さまの保護者に対して、学用品費、給食費などの就
学するうえで必要な経費の一部を援助する制度があります。

１　対 象 者　　町に住所があり、町内の小中学校に通うお子さまのいる世帯で、下記のいずれかに該当する世帯
　　　　　　　　①生活保護を受けている方
　　　　　　　　②町の審査を経て、生活保護を受けている方に準ずる程度に困窮していると認定された方
２　援助内容　　学用品費、通学用品費、校外活動費、新入学児童生徒学用品費、修学旅行費、学校給食費
３　申請方法　　所定の申請書により学校教育課（八峰町文化交流センター「ファガス」２F）へ申請してください。
　　　　　　　　※学校経由の申請もできます。申請書は学校教育課及び各学校にあります。
４　申請期間　　現在受付中です。５月31日までに申請し、認定された方は、４月分からの援助開始となります。

※６月１日以降に申請された方は、申請された月分から援助開始の対象となります。
５　援助費の支給　　認定・不認定の決定については、後日通知します。また認定が決定した場合、援助費は申請

者名義の口座へ直接振り込まれます。（保護者が学校長へ援助費の受領を委任し、各学校へ
直接支給することもできます。）

６　そ の 他　・前年度に認定された方も申請の手続きが必要（毎年度申請）となります。
　　　　　　　・平成29年１月１日現在、町に住所がない方は平成28年分の所得を証明する書類が必要です。

■問合せ先　　八峰町教育委員会　学校教育課　学校教育係　☎77－2816

■問合せ先　　税について…税務会計課　☎76－4604　　保険料について…福祉保健課　☎76－4608



ガイド共通講座in鳥海山・飛島ジオパーク

広報はっぽう　2017.4月号 10広報はっぽう　2017.4月号11

連載 第74回

に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
10
万

年
前
に
鳥
海
山
か
ら
流
れ
出
た
「
法

体
溶
岩
」
が
川
を
せ
き
止
め
て
で
き

ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

渓
流
沿
い
を
歩
い
て
法
体
の
滝
を
目

指
し
ま
し
た
。
散
策
前
の
準
備
体
操

の
必
要
性
や
大
地
の
成
り
立
ち
の
説

明
の
手
法
な
ど
ガ
イ
ド
技
術
を
学
び

ま
し
た
。

　

今
回
の
共
通
講
座
で
は
他
地
域
の

ガ
イ
ド
を
実
際
に
体
験
で
き
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
色
々

な
地
域
の
方
が
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
じ

て
つ
な
が
り
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ

て
い
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

三　

輪　

拓　

磨

　

〒
０
１
８̶

２
６
３
２

　

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
三
十
釜
一
四
四̶

一

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
内

TEL
０
１
８
５̶

７
７̶

３
０
８
６

・
秋
田
県
だ
け
で
は
な
く
全
国
的
に

ク
マ
の
被
害
が
増
え
て
い
て
、
出

没
場
所
が
山
↓
平
地
農
村
↓
地
方

都
市
と
人
の
生
活
空
間
に
徐
々
に

近
づ
い
て
い
る
。

・
農
作
物
被
害
が
大
き
い
の
は
イ
ノ

シ
シ
や
鳥
類
。
ク
マ
の
被
害
数
は

圧
倒
的
に
少
な
い
が
人
身
事
故
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
昔
は
マ
タ
ギ
や
犬
た
ち
が
人
間
と

動
物
と
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
調
節
し

て
い
た
。
現
在
は
狩
猟
者
が
激
減

し
、
人
が
自
然
か
ら
撤
退
し
た
こ

と
で
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
た
状
態

だ
。

ツ
ア
ー
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

行
く
冬
の
『
法
体
の
滝
』」

　

法
体
の
滝
は
、
秋
田
県
南
部
を
流

れ
る
子
吉
川
に
あ
る
高
さ
約
57
メ
ー

ト
ル
の
滝
で
、
日
本
の
滝
１
０
０
選

各
地
に
あ
り
、
八
峰
町
で
は
「
お
殿

水
」
が
有
名
で
す
。
各
地
の
湧
水
を

め
ぐ
っ
て
飲
み
比
べ
を
し
て
み
る
の

も
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
講
演
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
成
分
や
湧
水
量
な
ど
水
そ
の
も
の

の
性
質
だ
け
で
な
く
「
水
文
化
」

と
い
う
視
点
で
と
ら
え
れ
ば
、
各

地
域
で
差
異
が
出
て
面
白
い
。

・
例
え
ば
酒
蔵
や
鹿
島
祭
り
も
水
を

利
用
し
た
水
文
化
だ
。
人
と
水
が

か
か
わ
っ
て
き
た
歴
史
・
文
化
は

ジ
オ
パ
ー
ク
で
大
き
な
テ
ー
マ
と

な
る
。

・
雪
は
天
然
の
ダ
ム
。
温
暖
化
に
よ

り
雪
が
降
ら
な
く
な
れ
ば
、
春
先

に
必
要
な
水
が
不
足
す
る
事
態
も

懸
念
さ
れ
る
。

講
演
２
「
東
北
の
野
生
動
物

と
狩
猟
文
化
」
田
口
洋
美
氏

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
田
口
先
生

か
ら
は
マ
タ
ギ
や
ク
マ
の
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
口
先
生
は
主

に
狩
猟
文
化
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て

お
り
、
マ
タ
ギ
の
集
落
を
訪
問
し
た

り
、
「
マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

し
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
講
演

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ガ
イ
ド
共
通
講
座
開
催
！

　

２
月
25
日
〜
26
日
に
秋
田
県
ガ
イ

ド
共
通
講
座
が
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ

パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
共
通
講
座
は
秋
田
県
内
の
４
つ
の

ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ

れ
、
ガ
イ
ド
同
士
の
交
流
と
ガ
イ
ド

技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

開
催
場
所
は
持
ち
回
り
で
、
昨
年
度

は
八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
昨

年
９
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
「
日
本
海
と
大
地
を
め
ぐ
る
水

と
命
の
循
環
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
「
水
」
「
文
化
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と
ツ
ア
ー
で
し

た
。
県
内
の
各
地
域
の
水
や
文
化
の

情
報
が
共
有
で
き
れ
ば
、
自
分
た
ち

の
住
む
地
域
を
特
徴
づ
け
た
、
よ
り

お
も
し
ろ
い
ガ
イ
ド
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

講
演
１
「
秋
田
県
の
湧
水
に

つ
い
て
」
林
武
司
氏

　

秋
田
大
学
教
授
の
林
先
生
か
ら
は

水
と
文
化
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
秋
田
県
内
に
は
湧
水
箇
所
が

講演する田口先生

雪原をスノーシューで
連なって歩く様子　　

八峰町のなかまたち
八森あぶさん

八峰町のなかまたち

はっぽうの元気な企業はっぽうの元気な企業木肌のぬくもり社

クローズアップ

送り手が感謝される
作品を作りたい

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます

　
　

る
側
、
受
け
取
る
側
が

　
　

い
い
関
係
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

　
こ
う
話
す
の
は
平
成
26
年

９
月
か
ら
木
肌
の
ぬ
く
も
り

社
で
代
表
を
務
め
る
須
藤
奈

津
子
さ
ん
（
岩
館
２
）
。　

　

同
社
は
昭
和
57
年
に
先
代

の
山
内
安
久
さ
ん
が
設
立
。

地
元
の
素
材
に
こ
だ
わ
り
、

同
社
で
所
有
す
る
杉
林
の
秋

田
杉
を
加
工
し
た
飾
り
扇
子

を
は
じ
め
、
全
国
規
模
の
特

産
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
中
小
企

業
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
常

夜
灯
な
ど
を
、
要
望
に
応
じ

て
制
作
し
て
い
ま
す
。
作
品
に
は

木
目
の
う
ち
「
夏
目
」
と
呼
ば
れ

る
柔
ら
か
い
部
分
を
切
り
抜
く

「
す
か
し
彫
り
」
が
施
さ
れ
て
お

り
、
名
前
や
好
き
な
絵
な
ど
を
彫

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
県
外
や

海
外
に
住
む
方
へ
の
贈
答
用
と
し

て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
で
働
く
従
業
員
は
５
名
。

　
　

ほ
と
ん
ど
が
町
内
の
方
で
す
。

こ
こ
に
勤
め
て
い
る
吉
野
さ
ん
は
、

す
か
し
彫
り
が
終
わ
っ
た
作
品
の

磨
き
と
塗
装
を
担
当
。「
楽
し
く

仕
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気

の
職
場
で
す
。
自
分
が
手
が
け
た

作
品
が
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
は
販
路
拡
大
の

た
め
の
営
業
や
事
務
が
で
き
る
社

員
を
採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

後
に
須
藤
さ
ん
に
仕
事
に
対

　
　

す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
ど
れ
も
木
目
が
違
う
の
で
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
に
な
り
ま

す
。
作
品
は
ず
っ
と
残
る
も
の
な

の
で
、
受
け
取
る
側
が
『
私
の
た

め
に
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
』
と
思
っ
て
く
れ
る
一
つ
の
き

っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
作
品
を
作

り
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

木肌のぬくもり社
（八森字中浜136）
TEL 0185－77－2236

・主な商品／
飾り扇子、常夜灯、賞
状額

・主な仕事内容／
木の切り出し・製材、
すかし彫り、塗装

　八森あぶさんは、主に八森地区に住む20代から30代の選手が所属する軟式
野球のチームです。
　結成から30年を超えるチームには約30名が加入しており、昨年は東日本軟
式野球秋田県大会１部でベスト４まで勝ち進んでいます。練習は毎週木曜日の
午後７時から９時まで八森土床体育館で行っており、メリハリをつけて取り組
んでいます。
　選手同士とても仲が良く、常に明るい八森あぶさんは、山本郡予選を勝ち抜
き、全県大会に出場して全県の雰囲気を楽しむことを目標にがんばっています。

依頼者の思いを込めて作品を作る須藤さん

Vol.16

Vol.16

シリーズ

送

こ

最
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３
月
27
日
、役
場
に
お
い
て
、町
の
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
数
が
１　　
５
０
０
日
を
越

え
た
こ
と
か
ら
、県
知
事
表
彰
と
県
警
本

部
長
顕
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
加
藤
町
長
が
山
本
地
域
振

興
局
の
倉
部
局
長
と
能
代
警
察
署
の
佐
藤

署
長
か
ら
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。
伝
達
を

受
け
た
加
藤
町
長
は
、「
平
成
29
年
２
月
に

は
飲
酒
運
転
等
追
放
競
争
で
全
県
１
位
の

表
彰
を
受
け
、
Ｗ
受
賞
で
き
た
こ
と
を
光

栄
に
思
っ
て
い
る
。
１　
５
０
０
日
は
通

過
点
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
関
係
者
や

町
民
と
協
力
し
て　
２
０
０
０
日
を
目
指

し
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
こ
と
を
誓
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
は
今
後
も
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
21
日
、
峰
栄
館
に
お
い
て
、
は
っ

ぽ
う
う
ま
し
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
（
鈴

木
勇
会
長
）
に
よ
る
、
地
元
食
材
を
活
用

し
た
料
理
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
平
成
26
年
に
新
商
品
の

開
発
や
販
路
拡
大
、
観
光
振
興
な
ど
を
目

的
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
秋
田
市
で
飲
食
店
を
経
営

す
る
伊
藤
勇
悦
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
料

理
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
し
い
た
け
の
か

さ
に
え
ご
ま
味
噌
を
塗
っ
て
火
で
あ
ぶ
る

な
ど
、
様
々
な
料
理
を
試
食
。「
一
口
大
の

し
い
た
け
を
串
に
刺
し
て
は
ど
う
か
」
な

ど
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
日
出
た
ア
イ
デ
ア
を
具
体

化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推

進
協
議
会
が
主
催
す
る「
平
成
28
年
度
農

山
漁
村
女
性
・
シ
ニ
ア
活
動
表
彰
」で
、ひ

よ
り
会
代
表
の
岡
本
リ
セ
子
さ
ん（
岩
館

１
）が
、水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
女
性
や
高
齢
者
と
い
っ

た
地
域
の
多
様
な
人
材
が
農
山
漁
村
で
い

き
い
き
と
活
躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
岡
本
さ
ん
は
、
女
性
起
業
・
経

営
参
画
部
門
で
受
賞
。
漁
協
北
部
地
区
女

性
部
の
有
志
９
名
で
平
成
14
年
に
立
ち
上

げ
た
ひ
よ
り
会
の
代
表
を
当
初
か
ら
務
め

て
お
り
、
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
よ
り
会
は
、
規
格
外
の
魚
介
類
を
加

工
・
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
町
内
の
各
小

中
学
校
を
訪
問
し
、
給
食
の
前
に
「
今
日

の
つ
み
れ
に
は
地
元
で
と
れ
た
魚
を
使
っ

て
い
る
」
と
説
明
す
る
な
ど
、
食
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
岡
本
さ
ん
は「
ひ

よ
り
会
の
メ
ン
バ
ー
で
長
く
続
け
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
も
巻
き
込
ん
で
い
き

た
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

えごま味噌を塗っただまこもちも好評でした

受賞の喜びを語る
岡本リセ子さん

　

３
月
16
日
、
大
沢
山
村
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
塾
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
塾
は
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
や
犯
罪
被
害
防
止
を
目
的
に
、

交
通
安
全
協
会
塙
川
支
部
（
嶋
田
金
雄
支

部
長
）
が
開
催
。
こ
れ
ま
で
に
塙
や
大
信

田
、
畑
谷
、
石
川
で
開
催
し
、
今
回
が
４

回
目
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
大
沢
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
か
ら
約
30
名
が
出
席
。
能
代
警
察
署

員
の
講
話
で
は
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が

高
い
時
間
帯
は
日
の
入
り
前
後
１
時
間
で
、

暗
く
な
る
速
さ
に
運
転
手
の
目
が
付
い
て

い
か
な
い
た
め
で
あ
る
な
ど
の
内
容
が
話

さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
安
全
安
心
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
寸
劇
な
ど
で
犯
罪
被
害
防

止
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
、
フ
ァ
ガ
ス
に
お
い
て
、
脳

卒
中
予
防
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
日
は
、
脳
卒
中
予
防
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
よ
う
と
、
町
民
な
ど
約
１
４
０

名
が
参
加
。「
秋
田
県
の
脳
卒
中
に
つ
い
て

考
え
よ
う‐

Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ‐

」
と
題
し
、
県

立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
正
弘

医
師
が
講
演
し
ま
し
た
。 

　

佐
々
木
医
師
は
、「
脳
卒
中
を
引
き
起
こ

す
原
因
と
し
て
高
血
圧
が
あ
げ
ら
れ
る
。

も
し
、
高
血
圧
で
あ
れ
ば
、
自
分
が
生
活

習
慣
病
の
ど
の
ス
テ
ー
ジ
に
い
る
の
か
知

っ
て
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
。

突
然
顔
が
曲
が
っ
た
な
ど
、
脳
卒
中
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で

ほ
し
い
」
な
ど
と
脳
卒
中
に
つ
い
て
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
は
八
峰
中
学
校
、
３
月
14
日

は
八
森
小
学
校
と
峰
浜
小
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
統
合
後
初
め
て
の
卒
業
式

を
迎
え
た
八
峰
中
学
校
で
は
、
１
期
生
54

名
が
卒
業
証
書
を
皆
川
校
長
か
ら
受
け
取

り
ま
し
た
。
皆
川
校
長
は
式
辞
で
、「
生
徒

た
ち
は
何
事
に
も
一
致
団
結
し
て
取
り
組

む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ど
ん
な
困
難
が

あ
っ
て
も
夢
が
あ
れ
ば
越
え
て
い
け
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
答

辞
で
は
佐
々
木
崇
斗
さ
ん
と
日
沼
啓
斗
さ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
に
触
れ
、「
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
感
謝

の
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。

交通事故防止等について学びました

脳卒中の予防のために高血圧に注意しましょう

次は交通死亡事故ゼロ2000日を目指します

涙が流れる感動の卒業式となりました

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
塾

交
通
事
故
防
止
等
に
つ
い
て
学
習

高
血
圧
が
主
な
原
因

脳
卒
中
予
防
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

町
内
各
小
中
学
校
で
卒
業
式

　
　
　

学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た

ひ
よ
り
会
代
表
の
岡
本
リ
セ
子
さ
ん

　
　
　
　

水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１　
５
０
０
日
達
成

　
　

県
知
事
・
県
警
本
部
長
か
ら
伝
達

は
っ
ぽ
う
う
ま
し
ブ
ラ
ン
ド

地
元
食
材
を
活
用
し
た
料
理
を
開
発

, ,,
,



　移動図書館車「としょカーん」の山崎典康です。近頃、「とし
ょカーん」のおじさんだと手を振ってくれる子供達も増えて、嬉
しく思っております。皆さん、３月から「としょカーん」の両サ
イドのドアー、扉、後ろの扉、計５カ所にカラフルなロゴ文字が
入りました。ご存知でしたか？この文字は、としょカーんの名付
け親の吉田恋菜さん（八森小２年）の直筆です。色鮮やかなオレ
ンジが益々賑やかになりました。４月に入り、ポカポカ陽気にな
ってきました。どうぞ散歩がてら、遊びにお立ち寄りください。
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　移動図書館車「としょカーん」の山崎典康です。近頃、「とし
ょカーん」のおじさんだと手を振ってくれる子供達も増えて、嬉
しく思っております。皆さん、３月から「としょカーん」の両サ
イドのドアー、扉、後ろの扉、計５カ所にカラフルなロゴ文字が
入りました。ご存知でしたか？この文字は、としょカーんの名付
け親の吉田恋菜さん（八森小２年）の直筆です。色鮮やかなオレ
ンジが益々賑やかになりました。４月に入り、ポカポカ陽気にな
ってきました。どうぞ散歩がてら、遊びにお立ち寄りください。
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ファガス図書室 峰栄館図書室
あたらしい本のおしらせ

【絵本】
14ひきのおつきみ　(英語版） いわむらかずお
バムとケロのにちようび　(英語版） 島田ゆか
つみきのいえ　(英語版） 加藤久仁生
日曜日の小さな大ぼうけん みやざきあけ美
ちかしつのなかで 横須賀香
【児童書】
外来生物ずかん ほるぷ出版
つくってみよう！発酵食品 中居惠子
自然あそびフィールドブック ケイ・マグワイア
王女さまのお手紙つき　７巻 ポーラ・ハリソン　
【一般書】（小説、よみもの、実用書、コミック）
【小説】居酒屋ぼったくり　７巻 秋川滝美
【小説】本を守ろうとする猫の話 夏川草介
【小説】これは経費でおちません！ 青木祐子
【小説】本日は、お日柄もよく 原田マハ
【小説】虎の尾　渋谷署強行犯係 今野敏
【小説】青い服の女　新・御宿かわせみ 平岩弓枝
【小説】天華の剣　上巻・下巻 門田泰明
【小説】明日のことは知らず 宇江佐真理
【小説】夜鳴きめし屋 宇江佐真理
【小説】純喫茶「一服堂」の四季 東川篤哉
【小説】追憶 青島武
【よみもの】大人の流儀７　さよならの力 伊集院静
【よみもの】それでもこの世は悪くなかった 佐藤愛子
【よみもの】笑って、泣いて、考えて。 永六輔
【よみもの】教養としての「世界史」の読み方 本村凌二
【よみもの】日本史再検証真珠湾攻撃 宝島社
【よみもの】山怪　山人が語る不思議な話 田中泰弘　
【よみもの】世界がもし100人の村だったら　お金篇 池田香代子
【実用書】ストールの巻き方 e-MOOK
【実用書】腸から元気！煮あずきパワー 田内しょうこ
【子育て】小学生男子（ダンスィ）のトリセツ　２巻 まきりえこ

【絵本、児童書、紙芝居】
【絵本】ノンタンおしっこシーシー キヨノサチコ
【絵本】かがみのえほん・ふしぎなにじ（厚紙絵本） わたなべちなつ
【絵本】ひつじのショーン　おもいでの木 アードマン・アニメーションズ
【絵本】あいうえおのえほん いもとようこ
【絵本】落語絵本シリーズ全15巻（ときそば他） 川端誠
【児童書】きつねのでんわボックス 戸田和代
【児童書】スターウォーズ　フォースの覚醒 KADOKAWA 
【児童書】コビトが案内する楽しい人体図鑑 ダン・グリーン
【紙芝居】おもしろ妖怪、おばけ（だまし絵、かくし絵、さかさ絵）　全６巻 教育画劇
【一般書】（小説、コミック、エッセイ、よみもの、子育て、実用書、郷土）
【小説】素敵な日本人　東野圭吾短編集 東野圭吾
【小説】青い服の女　新・御宿かわせみ 平岩弓枝
【小説】カウントダウン 真梨幸子 
【小説】血縁 長岡弘樹
【小説】なかなか暮れない夏の夕暮れ 江國香織
【文庫小説】独立記念日 原田マハ
【文庫小説】神様の裏の顔 藤崎翔
【コミック】ふしぎの国のバード１～３巻 佐々大河
【エッセイ】老いては夫を従え 柴門ふみ
【エッセイ】再発！それでもわたしは山に登る 田部井淳子
【よみもの】フツーの会社員だった僕が、青山学院 

原晋
大学を箱根駅伝優勝に導いた47の言葉 
【子育て】イヤイヤ期　１才半～この反抗期どう乗り切る？ Baby-mo
【子育て】発達障害の子どもの心と行動がわかる本 田中康雄
【実用書】スマホ＆タブレット使いこなしQ＆A NHK趣味どきっ！
【実用書】めまいメニエール病を自分で治す本 マキノ出版ムック
【実用書】美しく暮らす大人のインテリア リンネル特別編集
【実用書】かごと器を編む　竹細工上達のポイント 田中瑞波
【実用書】あたらしい、ジップロックのつかいかた マガジンハウス
【実用書】ホットケーキミックスの大人気お菓子 クックパッド
【実用書】全国SA・PA　道の駅ガイド 2016-2017 昭文社ムック
【実用書】地域ブランドカンパニーズファイル ディスカヴァージャパン・ローカル
【郷土】とんじこんじ（藤里ライフブック）No1,2 秋田県藤里町

金谷信榮氏の寄付金で購入した本の他に、
寄贈本もご紹介しています。 寄贈本もご紹介しています.

　　　八峰町教育委員会　生涯学習課

編集　山本郡八峰町八森字中浜196－1
　　　TEL 0185－77－3700　FAX 0185－74－5290

生涯学習だより

は っ ぽ う 第132号

 〔開室時間〕　午前８時30分～午後９時　
　　　　　　　〈休み：年末年始、蔵書点検期間〉
　■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196－1　　　　☎0185－77－3700
　■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20－1　☎0185－76－2323

としょしつだより　

他の新刊図書は各図書室にお問い合わせください。

ことぶき大学閉講式

　３月24日、ファガスで平成28年度こと
ぶき大学閉講式が行われました。
　315名が卒業・進級し、総長の加藤町
長から証書が手渡されました。また、皆勤
賞や名誉教授過程修了者の表彰も行われま
した。
　式終了後は、あきた森の宅配便・代表取
締役の栗山奈津子さんによる「秋田の風景
を残す仕事～古いけれど新しいものの価値
～」と題した講演が行われ、参加者は熱心
に耳を傾けていました。

八峰町スポーツ少年団合同入団式
　３月25日、あきた白神体験センターで
八峰町スポーツ少年団合同入団式が行われ
ました。
　この日は、八森スポーツ少年団、峰浜ス
ポーツ少年団、峰浜ＴＲＣスポーツ少年団
から、約90名が参加しました。
　団員を代表して柴田圭君（峰浜ＴＲＣス
ポーツ少年団）が元気に宣誓を行いました。

大森グループから町スポ少へ寄附金

　３月25日、大森建設株式会社（大森三
四郎 代表取締役）より町内のスポーツ少
年団本部に寄付金が贈られました。寄付金
は、この日行われた合同入団式において八
峰町スポーツ少年団（千葉良一本部長）に
手渡されました。
　町内スポーツ少年団の組織強化や活動費
に充ててほしいと、平成22年度から贈ら
れているもので、今年度も各団の活動に役
立てられます。

5/31(水) チャレンジデー2017
6/21(水) グラウンドゴルフ大会
7/30(日) 町民野球大会
8/ 6(日) 町民野球大会（準々決勝、決勝）
8/14(月) 八峰町成人式
10/ 1(日) ふるさとあきたラン！
 （会場：男鹿市）
10/ 9(月) シーサイドロードレース
11/ 3(金)～ 5(日)
 町民文化祭
11/ 5(日) あきた白神子どもの俳画大会表彰式
11/12(日) 町民バレーボール大会
11月下旬 歴史講演会
12月下旬 チビッコ公民館「1/2成人式」
1/ 8(月) 囲碁将棋大会
2/ 4(日) 全町ユニカール大会
3月下旬 スポーツ少年団入団式
※日程は変更になる場合があります。

★ことぶき大学
６月開講式、７月移動研修、10月運動会、10～
11月小学校一日体験入学、12月芸能発表会、３月
閉講式

★生涯学習講座
５月～２月、約10講座予定

★読書支援活動
ファガス、峰栄館にそれぞれ図書館司書を配置。
「としょカーん」町内運行

今年もやります！
住民総参加のスポーツイベント「チャレンジデー2017」

地域の課題に向けた取り組みの紹介

八峰町
４回目

人口 7,518人
昨年実績 64.6％

真鶴町（神奈川県）
３回目

人口 7,544人
昨年実績 58.7％

玄海町（佐賀県）
２回目

人口 5,876人
昨年実績 69.4％

ＶＳ ＶＳ

平成29年度
生涯学習課の主な行事等紹介

★職員出前講座
　町の施策や身近な問題について職員が出前講座を行います。担当課と
の調整が必要ですので２週間前までにご相談ください。５名以上が対象
です。

★ボランティア応援事業
　生涯学習課と社会福祉協議会ボランティアセンターが連携して、各種
ボランティア活動の紹介などを行っています。

★図書室ビジネス支援コーナー
　ハローワーク能代の週刊求人情報のほか、ビジネス関係の書籍などを
置いています。

★大人のふるさと学習講座
　　地元の良さを再発見するための講座です。月１回開催を予定しています。

●日時　平成29年５月31日（水）

　　　　午前０時～午後９時

●対戦カードの紹介

　今回は真鶴町、玄海町との三者対戦です。

　昨年の実績を比較すると、今回も接戦になりそうです！

　今後、パンフレットなどで詳細をお伝えしていきますので、

皆様の参加をよろしくお願い致します。

生涯学習だよりはっぽう

本を借りに来ませんか？「子ども読書の日」特別展示を行います
　新入学・入園の記念に図書室利用者カードを作りませんか？
申込み用紙はファガス・峰栄館各図書室にあります。

《図書室の利用方法》
○利用時間：午前８時30分～午後９時00分
　　　　　　（休み：年末年始、蔵書点検期間）
○借り方：図書室利用者カードが必要です。
　　　　　10冊まで、３週間借りることができます。
○返し方：ファガス…入口付近の机の上に置いてください
　　　　　峰 栄 館…窓口付近の返却ボックスにいれてください

　４月23日は子ども読書の日です。この日を中心に、ファガス・
峰栄館図書室では次の展示を行います。

ファガス図書室
◆八峰町図書室2016年人気えほんランキング◆
◆日本で売れている絵本トップ10◆　　

峰栄館図書室
◆「はるたび～のりものにのって～」◆
春が来ました！おでかけしましょう！旅関連
の本、乗り物の本、小説・物語・絵本・写真
集などを展示しています。

移動図書館車「としょカーん」だより
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 担当自治会 氏　　名 担当自治会 氏　　名 担当自治会 氏　　名 担当自治会 氏　　名

 水 沢 １ 阿部　好子 
大　　沢

 金平めぐみ 　  加藤　洋子 　 高崎　潤子

 水 沢 ２ 川尻　綾子  平川美智子 
八 森 １

 白銀　良子 
茂　　浦

 日沼　淑子

 水 沢 ３ 中山恵美子 横　　内 畠山　亮子  菊地　榮子  船越留美子

 カッチキ台1・9 畠山　砂子 仲　　村 白鳥　幸子  石崎きみ子  加賀　洋子

 カッチキ台2・3 鈴木　幸子 塙　　上 金平生保子 
八 森 ２

 菊地千惠子 
立　　石

 山本とよ子

 カッチキ台4・5 笠原　鉄子 塙　　下 今井　鈴子  佐々木幸夫  大山　貴子

 カッチキ台6・10 仙北　鈴子 大 信 田 三浦由美子 　 本庄　龍雄 　 後藤　　薫

 カッチキ台7・8 岩見　悦子 畑 谷 上 今井えり子 八 森 ３ 木村　　清 横　　間 加賀谷純子

 カッチキ台11・12 羽賀壽美子 畑 谷 中 千葉　玲子  池田ノリ子  松野　陽子

 駅 前 １ 笠原ともこ 畑 谷 下 後藤たず子 　 三浦　和子 　  辻　美穂子

 駅 前 ２ 田村留美子 上 畑 谷 川村　美晴 
浜　　田

 堀内　澄子 滝 の 間 三浦　麗子

 三 ッ 森 鈴木ミツ子 内　　坂 後藤　光子  堀内ノリ子  土屋　郁子

 大久保岱 後藤　　要 強　　坂 伊藤さとみ  堀内真紀子 
小 入 川

 川添まり子

 萩 の 台 赤川香代子 小 手 萩 神馬　桂子 
本　　館

 石岡ハツ子  金谷　京子

 目名潟２ 柴田　節子 内 荒 巻 佐々木ヒロ子  櫻田　照子 　 菊地　智美

 目名潟３ 長門真喜子 
石 川 上

 伊勢美千代 　 門脇　妙子 岩 館 １ 須藤　悦子

 エゾクラ 芹田多美子  芹田　美鈴 椿　　台 伊藤　容子  須藤　桃子

 岩 子 上 鈴木ヨシ子 
石 川 中

 米森　晃子  高崎タカ子 　  下坂るみ子

 岩 子 下 芹田　幸子  伊勢真樹子 
椿
 奈良たづ子  吉田　資子

 高 野 々 高田　孝子 
石 川 下

 福士　和子  奈良ヱイ子 
岩 館 ２

 篠塚　妙子

 大 土 面 藤田　宏子  米森　陽子 　 山口　美江  菊地真知子

 
田　　中

 佐藤　栄美 外　　林 松森みゆき   西巻　富子  干場みゆき

  笠井　若子   中　　浜 畠山　　忍  岡田　郁子

 
沼　　田

 佐藤　令子    日沼　未央

  紀本みよ子    納谷千鶴子

 大 槻 野 福山由美子

　平成29年度健康推進係は、４人の保健師と事務職１名でスタートしました。
　すべての人々が心身ともに健康でいきいき暮らせるよう、健康づくり事業に取り組んでい
きます。赤ちゃんからご高齢の方まで健康のこと、こころの相談等いつでもお気軽にお声を
かけてください。

　平成29年度の主な保健事業を紹介します。
○がん検診の受診率向上を図ります。

・検診料金が無料となるクーポン券を配布します。(胃・大腸・子宮・乳がん検診で該当する方)

・検診対象者に受診勧奨（コール・リコール）を行います。

　今年度は胃がん検診対象者に、がん検診コール・リコールセンターから電話で受診案内をします。

・子宮がん検診は、能代市内の開業医で６月よりワンコイン（500円）で受診できます。

・「がん検診受診状況調査」を行います。

○歯の健康づくりを図ります。

・フッ化物の利用による園児・児童・生徒のむし歯予防事業を充実させます。

・歯周病検診料金を助成します。

平成29年度に40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳に達する方に、町内２か所の歯

科医院で利用できる歯周病検診受診券を発行します。受診者の自己負担は1,000円となります。

○健康づくりの動機づけとなる機会を提供します。

・健康づくり教室の充実を図り、各自が健康づくりに取り組むきっかけづくりをします。

・健康診査の後に、結果に基づいた行動ができるよう健康相談や指導の機会を作ります。

○妊娠中からの子育て支援の充実を図ります。

・妊娠中から産婦人科医療機関と連携をとり、子育てしやすい環境づくりや育児不安を解消できる

ように、保健師と子育て支援センター保育士と同伴で赤ちゃん訪問を行います。

○相談窓口の充実を図ります。

・悩みやつらい気持ちを抱えている人が、気軽に相談できるような体制や専門家による相談日をつ

くります。

・精神障害者、ひきこもり等の方が社会的自立を目指せるよう居場所づくり等の支援をしていきま

す。

　　
　「平成29年度健康診査申込及び健康診査受診意向調査」を19歳以上の方を対象に実施します。

健康診査申込の有無にかかわらず調査票に記入の上、保健衛生委員にお届けください。

　また、「がん検診受診状況調査」も行っています。この調査は、皆様の受診状況を把握することで、

今後のがん予防対策の参考とするため実施するものです。平成28年度の受診状況を記入の上、「健

康診査申込及び健康診査受診意向調査」と一緒に保健衛生委員にお届けください。

提出期限：４月19日（水）

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　☎76－4608

　96名の新しい保健衛生委員が委嘱されました！
　八峰町保健衛生委員は町から委嘱を受け、町が行う健康づくり事業等に協力
してくださる方々です。
　任期は、平成29年４月１日から平成31年３月31日までの２年間となり、地域で健康づく
りの推進のため活動してくださいます。

保健衛生委員の主な活動は･･･
●健康診査事業への協力
　・「健康診査申込及び受診意向調査票」の配付と回収
　・集団検診の申込者に受診票・容器等を配付しながら受診勧奨
　・集団検診結果を受診者に配付
●結核予防活動への協力
　・保健衛生委員は結核予防婦人会として、複十字シール募金活動や結核検診の受診勧奨
●保健衛生事業への協力
　・地域における健康教室、こころの健康づくり懇話会等への協力
＊このほかにも健康増進に関係する様々なことに協力していただいており、町の健康づくり推進事
業等には欠かせない存在になっています。

お願いお願い
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■４月15日～31日の行事予定

   八峰町さくらまつり 御所の台ふれあい  4月22日（土）・23日（日）、ハタハタ館駐車場にグルメ
 15 土 （～5月7日） パーク（山村広場）  屋台出店します。　問合せ先：八峰町観光協会☎76－4100

   春の全町一斉清掃日  八森地区：自治会ごと ※詳しくは３月２４日発行のお知らせ版２ページを
     峰浜地区：午前5：30 　ご覧ください。

16 日 桜のボランティア植樹 御所の台ふれあい 受付：午前9：00～9：30 あきた白神駅開業２０周年を記念して桜を植樹します。    パーク（山村広場）

   もりのカフェ 椿台コミュニティセ 午後1：30～午後3：30 椿台自治会員の交流の場です。椿台自治会の方は、    ンター「ぬかもり館」  どなたでもお気軽においでください。

17 月
 のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな      たでもお気軽にお立ち寄りください。

   あった会 ファガス（シーガル） 午後2：00～午後3：00 読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞かせな      どをします。どなたでもお気軽にお立ち寄りください。

18 火 めんちょこひろば 子育て支援センター 午前9：30～午前11：00 対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん    「あいあい」  内容：おはなしころりん（お話・手遊び等）

19 水 心配ごと相談 社会福祉協議会 午前9：30～正午 担当：田村鐵夫相談員    （旧八森中）

   八森第１泰山会古紙回収 八森第１自治会  午前９時までに自宅前に出してください。

   椿健康教室 椿自治会館 午前10：00～午前11：30 椿自治会の方はどなたでもご参加ください。

 20 木 交流サロン「らべんだー」 塙川健康センター 午後1：30～午後3：30 陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準備してお      待ちしております。どなたでもお気軽にお立ち寄り下さい。

   ほっと健康相談 塙川健康センター 午後1：30～午後4：00 保健師が心や体の悩みなどの相談に応じます。お気      軽にお出でください。　担当保健師　武田

   のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな 
24 月

    たでもお気軽にお立ち寄りください。

   行政相談 社会福祉協議会 午前9：30～午前11：30 担当：辻正英委員    （旧八森中）

   めんちょこひろば 子育て支援センター 午前9：30～午前11：00 対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん    「あいあい」  内容：こいのぼり制作

 25 火 行政相談 水沢コミュニティセンター 午前9：30～午前11：30 担当：中山朱子委員

   八森地区健康教室 八森第1コミュニティセンター 午後1：30～午後3：00 健康に関するお話ほか。八森第1・2・3自治会の方      はどなたでもご参加ください。

      対象：脳卒中後遺症の方　内容：健康チェック、リハ
26 水 活き活き健康教室 八森保健センター 午前10：00～午後3：00 ビリ体操、理学訓練
      ※参加希望者は八森保健センターへ　☎77－4050

28 金 乳児健康診査 八森保健センター 受付： 対象：H28年12月生～H29年1月生、H28年9月生
     午後0：30～午後1：00 ～H28年10月生、H28年6月生～H28年7月生

30 日 いさりびサロン 漁火の館 午前10：00～正午 対象者：岩館第２地区にお住まいの方　参加費：１人１００円      お茶やおいしいお菓子を用意しております。

日・曜日 行　事　名 場　　所 時　　間 内　　　　容
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八峰町自治功労者表彰式
～町の発展に尽力された方々が表彰されました～
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　町では、（一社）自治総
合センターが実施する
宝くじ助成金事業を活
用して、自治会活動に
必要な設備等の購入費
用を助成します。
　希望する自治会は下
記へお申込み下さい。
■助成年度　　平成30年度
■対　　象　　町内自治会
■助成金額　　100万円～250万円程度
■対象設備例　　発電機、防災用ハロゲンライト、

座卓、バーベキューコンロ
■注意事項　　採択されない場合もあります

ので、ご了承ください。
■申込期限　　５月31日（水）
■問合せ・申込先　　
　　　　　八峰町企画財政課　☎76－4603

自治会活動を応援します！ ●
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）

応
募
期
限

　

５
月
29
日（
月
）必
着

応
募
内
容

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、

風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法　

①
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
＿

３
４
６
５
＿

１
３
２
７

③
郵
送　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

〒
１
５
０
＿

８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
＿

０
６
６
＿

０
６
６
）

●
イ
ベ
ン
ト

き
の
こ
植
菌
体
験
教
室

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
神
ネ
イ
チ

ャ
ー
協
会
主
催
の
、
き
の
こ

植
菌
体
験
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド

対
象　

町
民（
小
学
４
年
生
以
上
）

定
員　

先
着
30
名（
電
話
受
付
）

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
期
限

　

４
月
17
日（
月
）午
後
５
時

そ
の
他　

ほ
だ
木
１
本
プ
レ
ゼ

ン
ト
！

問
・
申　

白
神
ふ
れ
あ
い
館

（
☎
70
＿

４
２
１
１
）
、
ぶ
な
っ

こ
ラ
ン
ド（
☎
77
＿

３
０
８
６
）

●
相
　
　
　
　
談

あ
ぜ
道
相
談
を
行
い
ま
す

　

町
内
農
家
を
個
別
巡
回
し
、

水
稲
苗
の
生
育
管
理
に
つ
い
て

指
導
を
行
う
「
あ
ぜ
道
相
談
」

を
行
い
ま
す
。
巡
回
希
望
者
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

巡
回
日
時　

４
月
28
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

巡
回
希
望
申
込
期
限　

４
月
26
日（
水
）

巡
回
者　

山
本
地
域
振
興
局
農

　

業
振
興
普
及
課
、
秋
田
や
ま

　

も
と
農
業
協
同
組
合
、
役
場

　

農
林
振
興
課

問
・
申　

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と

北
部
営
農
セ
ン
タ
ー（
☎
76
＿

３
１
５
２
）、八
峰
町
農
林
振

興
課
（
☎
76
＿

４
６
０
９
）

●
お
知
ら
せ

水
銀
含
有
ご
み
を
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い

　

４
月
１
日
か
ら
、
水
銀
を
含

む
家
庭
用
廃
蛍
光
灯
、
廃
蛍
光

球
、体
温
計
な
ど
に
つ
い
て「
燃

え
な
い
ご
み
」と
し
て
捨
て
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

回
収
方
法
が
決
ま
り
次
第
、

広
報
等
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
、

家
庭
内
で
の
保
管
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

八
峰
町
総
務
課
生
活
環
境

係
（
☎
76
＿

４
６
０
１
）

『
臨
時
福
祉
給
付
金
』の
支
給

を
始
め
ま
し
た

　

３
月
６
日
か
ら
受
付
を
開
始

し
て
い
る
『
臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
』
の
支
給
を

４
月
７
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
、
３

月
中
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、期
限
ま
で
に
提
出
し

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
の
提
出
が
な

い
場
合
は
、
支
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

対
象
者　

Ｈ
29
年
１
月
１
日
現
在
で
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
Ｈ
28

年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
者
。

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る

方
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
場

合
や
生
活
保
護
受
給
者
は
除

か
れ
ま
す
。

金
額　

１
人
に
つ
き
１
万
５
千

円
（
１
回
限
り
）

申
請
期
限　

６
月
30
日（
金
）

※

最
終
期
限

問
・
申　

八
峰
町
福
祉
保
健
課

福
祉
係（
☎
76
＿

４
６
０
８
）

中
学
１
年
生
の
み
な
さ
ん
２
種
混
合

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

２
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
乳

幼
児
期
に
実
施
し
た
３
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
を
さ
ら
に
高

め
る
た
め
の
追
加
接
種
で
す
。

　

ま
だ
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
第

１
期
３
回
と
追
加
１
回
の
接
種

を
済
ま
せ
て
い
な
い
お
子
さ
ん

は
、
か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談

の
上
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者　

Ｈ
16
年
４
月
２
日
〜
Ｈ
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

定
期
接
種
期
限　

13
歳
の
誕
生
日
前
日

持
ち
物　

予
診
票
、
接
種
券
、

母
子
健
康
手
帳

協
力
医
療
機
関　

町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

予
診
票
と
接
種
券
は
、

Ｈ
28
年
４
月
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
紛
失
等
の
場
合
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
・
申　

八
峰
町
福
祉
保
健
課

健
康
推
進
係
（
☎
76
＿

４
６

０
８
）

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
等
を

閲
覧
で
き
ま
す

　

Ｈ
29
年
度
固
定
資
産
に
か
か

る
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の

閲
覧
が
で
き
ま
す
。　

閲
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
税

の
納
税
者
（
委
任
状
が
あ
れ

ば
代
理
者
可
）

閲
覧
場
所　

役
場
税
務
会
計
課

閲
覧
期
間　

５
月
31
日（
水
）

閲
覧
内
容　

土
地
及
び
家
屋
の

面
積
と
評
価
額

問　

八
峰
町
税
務
会
計
課
（
☎

76
＿

４
６
０
４
）

大
館
能
代
空
港
発
着
便
運
賃

に
助
成
し
ま
す

　

町
で
は
、
大
館
能
代
空
港
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
今
年

度
も
引
き
続
き
「
大
館
能
代
空

港
利
用
促
進
助
成
金
制
度
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
や
対
象
商
品
な
ど

の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
一
部
対
象

外
の
商
品
あ
り
）

搭
乗
券
購
入
の
場
合　

片
道
あ
た
り
３
千
円
（
大
人
、

子
ど
も
同
額
）

パ
ッ
ク
商
品
の
場
合　

１
商
品
あ
た
り
６
千
円
（
大

人
、
子
ど
も
同
額
）

申
請
回
数　

１
人
年
間
通
算
15

往
復
（
片
道
30
回
）
を
超
え

た
場
合
、
半
額
助
成

問　

八
峰
町
産
業
振
興
課

（
☎
76
＿

４
６
０
５
）

交
通
災
害
共
済
等
へ
の
加
入

は
お
済
み
で
す
か

　

交
通
災
害
共
済
と
不
慮
の
災

害
共
済
に
は
、
も
う
加
入
し
ま

し
た
か
？
今
年
も
家
族
そ
ろ
っ

て
セ
ッ
ト
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
込
み
は
随
時
受
付
中
で

す
。
共
済
期
間
は
加
入
日
の
翌

日
か
ら
今
年
度
末
ま
で
と
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

掛
金
は
、
交
通
災
害
共
済
が
３

０
０
円
、
不
慮
の
災
害
共
済
が

６
０
０
円
で
す
。

　

申
込
書
は
既
に
全
世
帯
に
配

布
し
て
い
ま
す
が
、
総
務
課
に

も
あ
り
ま
す
の
で
、
掛
け
金
を

お
持
ち
に
な
り
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、７
月
末
ま
で
は
次
の
金

融
機
関
で
も
お
申
込
み
で
き
ま
す
。

・
秋
田
銀
行　

・
北
都
銀
行

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
又
は
郵
便
局

・
羽
後
信
用
金
庫

・
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と

・
Ｊ
Ａ
あ
き
た
白
神

問　

八
峰
町
総
務
課

（
☎
76
＿

４
６
０
１
）

小
規
模
土
地
改
良
事
業
に
助

成
し
ま
す

　

町
で
は
事
業
規
模
が
小
さ
い

た
め
国
や
県
の
補
助
対
象
と
な

ら
な
い
農
地
や
農
業
施
設
等
の

農
業
団
体
が
行
う
改
良
事
業
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

助
成
が
受
け
ら
れ
る
団
体　

・
一
戸
一
法
人
を
除
く
土
地
改
良

区
や
農
業
生
産
法
人
等
で
、
法

人
格
を
有
す
る
農
業
関
係
団
体

・
３
戸
以
上
の
農
家
で
組
織
す
る

団
体
で
、
規
約
等
を
有
し
代
表

者
の
定
め
の
あ
る
共
同
施
行
体
、

集
落
営
農
組
織
、
水
利
組
合
等
。

※

個
人
で
行
う
事
業
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。（
災
害
復
旧
事

　

業
を
除
く
）

事
業
内
容　

・
か
ん
が
い
排
水
事
業…

用
排

水
路
、
頭
首
工
、
た
め
池
、

揚
水
施
設
等

・
ほ
場
整
備
事
業…

区
画
整
理
、

暗
渠
排
水
等
の
ほ
場
条
件
整
備

・
ほ
場
内
農
道
整
備
事
業…

新
設
を

除
く
改
修
、
改
修
舗
装
工
事
等

補
助
率
等　

事
業
費
が
40
万
円

以
上
の
事
業
に
対
し
、
50
％

以
内
（
農
業
施
設
災
害
復
旧

事
業
は
65
％
以
内
）
。
補
助

額
上
限
１
０
０
万
円
。

問
・
申　

八
峰
町
農
林
振
興
課

（
☎
76
＿

４
６
０
９
）

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金

　

化
学
肥
料
、
科
学
合
成
農
薬

の
使
用
を
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら

原
則
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組

み
ま
た
は
有
機
農
業
の
取
り
組
み

（
必
須
）に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

取
り
組
み
の
例　

①
堆
肥
の
施
用（
５
割
以
上
低
減
）…

４
，
４
０
０
円
／
10
ａ

②
有
機
農
業…

８
，
０
０
０
円
／
10
ａ

〈
①
ま
た
は
②
と
合
わ
せ
て
行

う
主
な
取
り
組
み
〉　
　
　
　

・
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
緑
肥
す

き
込
み
：
れ
ん
げ
、
麦
）

８
，
０
０
０
円
／
10
ａ

・
冬
期
湛
水
管
理
４
，
０
０
０

円
〜
８
，
０
０
０
円
／
10
ａ

・
秋
耕
と
畦
畔
除
草（
４
回
以
上
）

４
，
０
０
０
円
／
10
ａ

※

６
月
末
ま
で
の
申
込
み
に
つ

い
て
Ｈ
30
年
度
事
業
で
の
実

施
と
な
り
ま
す
。

問
・
申　

八
峰
町
農
林
振
興
課

整
備
係（
☎
76
＿

４
６
０
９
）

Ｈ
29
年
度
育
児
サ
ー
ク
ル

ポ
プ
リ
の
会

　

子
ど
も
園
入
園
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
が
集
ま
り
、
季
節

の
行
事
や
情
報
交
換
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
あ
い
」

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
費　

無
料
（
必
要
時
集
金
）

年
間
予
定
（
す
べ
て
木
曜
日
）

４
月
13
・
27
日
、
５
月
25
日
、

６
月
15
・
29
日
、
７
月
13
・

27
日
、
８
月
24
日
、
９
月

14
・
28
日
、
10
月
12
・
26
日
、

11
月
９
日
、
12
月
７
・
21
日
、

１
月
25
日
、
２
月
８
・
22
日
、

３
月
８
・
22
日

問　

木
村
郁
代
０
８
０
＿

３
３

２
８
＿

９
０
０
５
ま
た
は
八
峰

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ

い
あ
い
」（
☎
74
＿

６
１
７
３
）
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善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

武　

田　

ハ
ツ
ヱ
（
94
）
滝
の
間

庄　

内　
　

豊　

（
84
）
立　

石

國　

柄　

サ
ツ
子
（
83
）
中　

浜

岡　

本　

ソ　

ヨ
（
94
）
岩
館
２

川　

村　
　

太
郎
（
91
）
小
入
川

奈　

良　

幸　

雄
（
87
）　

椿

佐
々
木　

清　

悦
（
83
）
岩　

子

北　

川　

フ
ジ
ヱ
（
84
）
石　

川

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
特
使
寄
付
﹈

八
峰
中
学
校
生
徒
会
一
同

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

武　

内　

健　

一　

（
カ
ッ
チ
キ
台

）

亡　

父　

清　

悦

吉　

江　

后　

子　

（
中　

浜
）

亡　

母　

國
柄
サ
ツ
子

武　

田　

鉄　

美　

（
滝
の
間
）

亡　

母　

ハ
ツ
ヱ

伊　

藤　
　

仁　
　

（
強　

坂
）

亡　

母　

ハ　

ナ

畠　

山　

善　

行　

（
大　

沢
）

亡　

母　

キ　

セ

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

八
峰
町
へ

﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
応
援
基
金

　
　
　
　
　
　
寄
附
金
と
し
て
﹈

伊　

藤　

正　

克　

（
千
葉
県
）

佐
々
木　

尊　

仁　

（
北
海
道
）

齋　

藤　

雅　

記　

（
神
奈
川
県
）

山　

本　

真
梨
子　

（
東
京
都
）

藤　

川　

弘　

司　

（
大
阪
府
）

秋　

野　
　

誠　
　

（
千
葉
県
）

佐　

藤　
　

亙　
　

（
神
奈
川
県
）

藤　

原　

弘　

美　

（
東
京
都
）

小　

林　

邦　

生　

（
愛
知
県
）

浜　

野　

博　

彦　

（
栃
木
県
）

門　

傳　

剛　
　
　

（
群
馬
県
）

牧　

島　

健　

次　

（
長
野
県
）

柴　

田　

勉　
　
　

（
埼
玉
県
）

時　

岡　

史　

明　

（
岡
山
県
）

島　

屋　

賢　

人　

（
埼
玉
県
）

豊　

田　
　

功　
　

（
愛
知
県
）

桜　

井　

雅　

樹　

（
神
奈
川
県
）

原　
　
　

健　

久　

（
東
京
都
）

金　

子　

泰　

規　

（
東
京
都
）

吉　

川　

典　

孝　

（
兵
庫
県
）

河　

野　

恭　

一　

（
富
山
県
）

熊　

谷　

広　

良　

（
埼
玉
県
）

福　

井　

茂　

雄　

（
神
奈
川
県
）

小　

川　

百　

花　

（
広
島
県
）

冨　

藤　
　

泰　
　

（
京
都
府
）

大　

橋　

勝　

紘　

（
北
海
道
）

村　

上　

力　

雄　

（
神
奈
川
県
）

三　

村　

和　

義　

（
山
口
県
）

吉　

川　

達　

也　

（
京
都
府
）

永　

田　

泰　

之　

（
北
海
道
）

高　

谷　

幸　

佑　

（
滋
賀
県
）

林　
　
　

美　

雄　

（
北
海
道
）

西　

井　

康　

裕　

（
神
奈
川
県
）

野　

間　

直　

樹　

（
大
阪
府
）

石　

田　

亜　

由　

（
東
京
都
）

元　

村　

栄　

子　

（
東
京
都
）

原　

田　

信　

助　

（
愛
知
県
）

芝　

野　

潤　

美　

（
神
奈
川
県
）

丸　
　
　

忠　

昭　

（
静
岡
県
）

吉　

田　

俊　

治　

（
東
京
都
）

栗　

本　
　

唯　
　

（
大
阪
府
）

成　

田　
　

司　
　

（
埼
玉
県
）

山　

本　

総　

一　

（
東
京
都
）

山　

口　

さ
や
か　

（
東
京
都
）

3月

（
３
月
31
日
現
在
）

人
の
動
き

■
人
口
　
７
，
４
６
６
人（
36
人
減
）

　

●
男　

３
，
５
２
２
人（
14
人
減
）

　

●
女　

３
，
９
４
４
人（
22
人
減
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生　
　
　
　
　
　
　

０
人

　

●
死
亡　
　
　
　
　
　
　

12
人

　

●
転
入　
　
　
　
　
　
　

25
人

　

●
転
出　
　
　
　
　
　
　

49
人

■
世
帯
数

　
　
　
３
，１
０
０
世
帯（
３
世
帯
減
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
外
国
人
を
含
む
）

平成28年度八峰町スポーツ文化栄誉賞　追加表彰者のお知らせ
教育委員会賞
◆文化栄誉賞◆　　阿部伊吹（峰浜小学校６年）　平成28度 第９回小学生「税に関する絵はがきコンクール」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人秋田県法人会連合会会長賞（全県１位）

■３月23日入札分
○八峰中学校スクールバス運行業務委託
契約金額　163,080円（落札率90.90％）
請負業者　秋北バス㈱
○峰浜小学校スクールバス運行業務委託
契約金額　108,000円（落札率99.00％）
請負業者　第一観光バス㈱
○八森小学校スクールバス運行業務委託
契約金額　99,360円（落札率86.79％）
請負業者　秋北バス㈱
○峰浜小学校スクールタクシー運行業務委託
契約金額　18,040円（落札率90.29％）
請負業者　㈱二ツ井観光タクシー

■３月30日入札分
○八森浄化センター等維持管理業務委託
契約金額　7,549,200円（落札率74.36％）
請負業者　㈱能代広域清掃
○沢目浄化センター等維持管理業務委託
契約金額　4,557,600円（落札率68.72％）
請負業者　㈱能代広域清掃
○漁業集落排水施設等維持管理業務委託
契約金額　1,728,000円（落札率64,51％）
請負業者　㈱能代広域清掃
■３月31日入札分
○農業集落排水施設等維持管理業務委託
契約金額　2,079,000円（落札率99.48％）
請負業者　㈱能代清掃センター

町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

！！！！！！町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

はぴ
はぽ

　

協
力
隊
の
三
輪
で
す
。八
峰
町
に

協
力
隊
と
し
て
着
任
し
て
か
ら
４
月

で
１
年
と
な
り
ま
す
。愛
知
県
か
ら

移
住
し
て
き
た
僕
に
と
っ
て
は
、八

峰
町
の
冬
は
寒
く
厳
し
か
っ
た
で
す

が
、そ
の
分
春
の
暖
か
さ
が
ひ
と
き

わ
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。来
年
度
は

今
年
度
で
き
な
か
っ
た
活
動
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

八
峰
町
に
は
何
も
な
い
？
！

　

僕
は
八
峰
町
の
景
観
に
魅
力
を
感

じ
て
協
力
隊
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。特
に
広
域
農
道
か
ら
見
下
ろ
す

海
の
眺
望
が
お
気
に
入
り
で
す
。八

峰
町
の
人
に「
こ
ん
な
何
も
な
い
所

に
よ
く
来
た
ね
ぇ
」と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。で
も
都
会
に
な
く

て
八
峰
町
に
あ
る
も
の
が
い
く
つ
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。白
神
山
地
や
五

能
線
、ハ
タ
ハ
タ
や
梨
な
ど
こ
の
町

に
し
か
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。個

人
的
に
は
、八
峰
町
の
変
化
に
富
ん

だ
独
特
の
地
形
は
他
で
は
見
ら
れ
な

い
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
、ま
だ
僕
が
知
ら
な
い
八
峰
町

の
魅
力
を
見
つ
け
る
の
が
楽
し
み
で

す
。

ジ
オ
パ
ー
ク×

地
域
お
こ
し

　

地
域
お
こ
し
と
い
っ
て
も
、一
人

で
出
来
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。み
ん
な
で
協
力
し
て
あ
れ
こ
れ

考
え
て
、試
行
錯
誤
し
て
や
っ
と
少

し
だ
け
前
進
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。僕
は
最
初
、全
く
知
識
が
な
く
て

「
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」と

思
っ
て
い
ま
し
た
。今
も
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
は
多
い
で
す
が
、ジ
オ

パ
ー
ク
は
地
域
お
こ
し
に
ピ
ッ
タ
リ

の
活
動
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

は
、ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
域
の
い
ろ
い

ろ
な
立
場
の
人
が
一
緒
に
な
っ
て

作
っ
て
い
け
る
比
較
的
取
り
組
み
や

す
い
ツ
ー
ル
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
岩
石
や
地
層
が
好

き
な
人
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
活
動
だ
と

た
ま
に
誤
解
さ
れ
ま
す
が
、大
地
だ

け
で
は
な
く
、そ
の
上
に
成
り
立
つ

生
態
系
や
歴
史
・
文
化
を
対
象
に
し

た「
大
地
の
公
園
」で
す
。こ
の
活
動

す
る
分
野
の
広
さ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の

特
徴
で
す
。ま
た
、八
峰
白
神
ジ
オ

パ
ー
ク
以
外
に
も
日
本
に
は
42
地
域

の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り
、互
い
を
参

考
に
し
な
が
ら
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
も
強
み
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

3月に開催したジオパ
ーク全国研修会の様子 第14回

退
職
者
の
お
知
ら
せ

町
職
員
新
規
採
用
者

須
　
藤
　
德
　
雄

薩
　
摩
　
ま
き
子

金
　
田
　
千
　
秋

大
　
高
　
伸
　
一

松
　
森
　
弘
　
幸

　
（
３
月
31
日
付
退
職
）

加賀谷博文
（あきた白神体験センター）

大坂江利子
（八森こども園）

淺 野 弘 子
（八森こども園）

越後谷由香子
（八森こども園）

佐々木絵莉
（八森こども園）

小 川 夏 美
（八森こども園）

入札結果をお知らせします　入札結果をお知らせします　入札結果をお知らせします　

ふきのとう

今月の　　情報

春の訪れとともに
山菜が出始めました

13,800円消費税込み消費税込み

１４５Ｒ１２　６ＰＲ
（軽トラ・軽ワゴン車用タイヤ）

１４５Ｒ１２　６ＰＲ
（軽トラ・軽ワゴン車用タイヤ）

※タイヤ交換（ホイールからの取外・取付）・ホイールバランス料を含みます

先着10台限定

さきがけ峰浜さきがけ峰浜 富山新聞店富山新聞店
ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。
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クオーレのしろ 検 索

ジェイエイ葬祭

入会金は一家族（一団体）10,000円（税込）のみ
※年会費、月会費などはありません

入会金は一家族（一団体）10,000円（税込）のみ
※年会費、月会費などはありません

※他にも特典多数ございます。

クオーレをご利用の場合

ご来館が困難な方やご説明だけの方もお気軽に
ご連絡ください。スタッフがお伺いします。

４月25日（火）４月の“風呂の日”は、
26日（水）です。お一人様250円！

お 花 見 用

折料理・お弁当・宴会
ご予約承ります。
折料理・お弁当・宴会
ご予約承ります。
ご予算に合わせてお造り致します。

20回券　　500円引き
30回券　1,000円引き
50回券　1,000円引き

岩盤浴お得デー岩盤浴お得デー岩盤浴お得デー
得 徳デー

4/15（土）
入浴回数券お花見のあとは 4/17月

～
4/24月
4/17月
～

4/24月

タオルセット付　通常 1,150円のところ　800円
タオル持参　通常 1,050円のところ　700円

週末ウェディング相談会開催中�

ご遺体の搬送から、お葬式まで

大抽選会春
の♪ 実施中!!
★4月11日㈫には

　　試食会も行います★

4/10月～4/21金　


